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RBA（豪州準備銀行）は7月7日（現地、以下同様）から8日に開催した理事会で、政策金利を3.85％に

据え置くことを決定しました。票決は6対3でした。RBAは今年2月と5月に利下げを実施し、市場は今会合

の利下げを織り込んでいたため、予想外の結果を受けて金融市場は金利上昇と豪ドル高で反応しました。

声明文では、最近のインフレ沈静化を評価しつつも、労働市場の強さや見通しの不確実性にも言及し、

「インフレ率が持続的に（目標レンジの中心である）2.5%へ向かっていることを確認するために、もう

少し情報を待つことができる」と、利下げ見送りの理由を説明しています。ブロックRBA総裁は記者会見

で、市場の見通しと方向性は合っているがタイミングが少し異なったと話しました。市場は消費者物価指

数が5月に前年同月比+2.1%まで伸びが鈍化したことなどを材料視しましたが、RBAとしては月次のデー

タは信頼性が低いとの認識で、ブロック総裁は次回会合に向けて特に4-6月期の消費者物価指数（7月30

日発表）を重視すると発言しました。したがって、4-6月期のデータが大きく上振れない限り、次回8月会

合では利下げ決定の可能性が高そうです。また、豪州経済は米国の関税政策による直接的な影響が小さく

（相互関税は最低基準の10%のみ）、労働市場がひっ迫したままであることなどに鑑みれば、その後も四

半期ごとの緩やかな利下げになるでしょう。利下げ局面が続くことは豪ドルの上値を抑える要因になりま

すが、市場の想定に比べて慎重なRBAの利下げ方針は、豪ドルの底堅さにつながると考えられます。

オーストラリア金融政策（2025年7月）
予想外の政策金利据え置き
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2025年7月8日

（出所）豪州統計局

豪州の失業率とインフレ率

（％）

4-6月期の期消費者物価指数を確認し、次回8月会合では利下げ決定へ

豪州の金利と豪ドル円

（出所）ブルームバーグ

※10年国債利回りと為替は2025年7月7日まで
※政策金利は発表日ベース

（%）（2016年1月初～2025年7月8日） （円/豪ドル）
（失業率：2006年1月～2025年5月）

（消費者物価指数：2006年1-3月期～2025年1-3月期）
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